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●
は
じ
め
に

　
「
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
っ
て
ど
ん
な
検

査
？
」「
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
装
置
の
外
観

が
似
て
い
る
け
ど
、
ど
う
違
う
の
？
」

と
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
質
問
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
『
身
体
の
輪
切
り
の
画

像
』
を
撮
影
す
る
装
置
で
す
が
、
撮
り

方
や
得
ら
れ
る
情
報
が
異
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

違
い
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

●
Ｃ
Ｔ
検
査

　

Ｃ
Ｔ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
法

（C
om
puted T

om
ography

）
の
略

で
、
Ｃ
Ｔ
検
査
と
は
、
Ｘ
線
（
放
射
線

の
一
種
）
を
用
い
て
画
像
を
撮
影
す
る

も
の
で
す
。
ド
ー
ナ
ツ
状
の
筒
の
中
に

は
Ｘ
線
管
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
向
か

い
側
に
は
検
出
器
と
い
う
信
号
を
受
け

取
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
Ｘ
線
管
か
ら

３
６
０
度
回
転
さ
せ
な
が
ら
照
射
さ
れ

た
Ｘ
線
は
、
体
を
通
過
し
検
出
器
と
い

う
部
分
に
入
り
ま
す
。
体
を
通
っ
た
Ｘ

線
量
の
差
を
デ
ー
タ
と
し
て
集
め
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
身
体
の
輪
切

り
画
像
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
後
処

理
で
任
意
方
向
の
断
層
画
像
や
立
体
画

像
を
構
築
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
気
共
鳴
画
像
法

（M
agnetic Resonance Im

aging

）

の
略
で
す
。
撮
影
原
理
は
、
非
常
に
強

い
磁
場
を
作
り
出
す
電
磁
石
を
埋
め
込

ん
だ
ド
ー
ナ
ツ
状
の
筒
の
中
に
体
を
入

れ
て
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
近
い
周
波
数
の
電

波
（
ラ
ジ
オ
波
）
を
照
射
し
、
体
内
の

水
素
原
子
核
の
動
き
を
検
出
し
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
身
体
の
輪
切
り

画
像
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
一
回
の
検

査
で
、
撮
影
方
法
を
変
え
た
画
像
や
任

意
の
断
層
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
ま
と
め

　

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
部
位
や
疾
患
に

よ
っ
て
、
得
意
、
不
得
意
分
野
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
た
使

い
分
け
を
し
ま
す
。
検
査
の
目
的
に

よ
っ
て
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ど
ち
ら
の
検
査

も
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
最
後
に

　

当
院
で
は
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
Ｃ

Ｔ
装
置
を
更
新
し
、
広
範
囲
を
短
時
間

で
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
被
ば
く
低
減
技
術
が
搭
載

さ
れ
て
お
り
、
低
線
量
で
あ
り
な
が
ら

ノ
イ
ズ
を
低
減
し
た
高
精
細
な
画
像
を

提
供
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
患
者

さ
ん
の
不
安
を

軽
減
し
な
が
ら

検
査
を
実
施

し
、
診
断
価
値

の
あ
る
画
像
を

提
供
し
て
い
き

ま
す
。

ほ
の
か
診
察
室

シリーズ
第158話

C
T
と
M
R
I
は
ど
う
違
う
の
? ▽

市
民
病
院
（
代
表
）
℡
22
‐
2
1
7
1

（
ほ
の
か
診
察
室
）

CT
撮影原理 X線の吸収（X線と検出器） 磁気の共鳴（強力な磁石と電波）

あり なし
短時間

・放射線被ばくがある

比較的長い
放射線被ばく

分解能 空間分解能に優れる
（細かなものまで見える）

コントラスト分解能に優れる
（組織や病変との濃度差が明瞭）

短所

長所

検査時間

MRI

・放射線被ばくがない
・骨の影響を受けにくく病変と正常組織の
濃度差が分かりやすい

・１回の検査で複数の撮像法を用いるの
で、病変の質的な診断が可能

・造影剤を使用しなくても血管画像が得られる
・体内にペースメーカーなどが入っている
方は、一般的に検査はできない

・検査時間が比較的長く、閉所恐怖症や安
静が保てない方は検査ができない

・大きな機械音がする

・検出器の多列化により高速で広範囲を撮影できる
・空間分解能が高いため、細かなも
のまで描出できる。また、造影剤
を使用することでコントラスト分
解能を上げて撮影が可能

・骨の情報が得られる

●
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
主
な
比
較
表
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